
予算要求資料
令和２年度当初予算 　支出科目  　 款：商工費    項：商工費　　目：工鉱業振興費　　　
	事業名　セラミックパークＭＩＮＯ環境整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　商工労働部　地域産業課　地場産業振興係　電話番号：058-272-1111（内3097 ）

　　　　　E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　 長寿命化分　 74,322千円（前年度予算額：320,579千円）
　　　　　　 維持管理分　　1,253千円（前年度予算額：      0千円）
             計　　　　   75,575千円（前年度予算額：320,579千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産
収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	320,579
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	288,500
	32,079

	要求額
	75,575
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	66,800
	8,775

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
 　　 建設から１７年が経過し、施設の適正な管理運営を図るうえで、設備等の定期的なメンテナンスや老朽化に伴う修繕等が必要となってきている。
　
（２）事業内容
○直流電源装置更新工事
非常時に非常用照明等に電気を供給する直流電源装置一式について、整流器　の小部品の交換から１０年が経過すること、また整流器本体は2001年の設置以来、一度も更新をしておらず、更新推奨時期（１５～２０年）が到来するため計画的に１式を更新する。「県有施設中長期保全計画」に基づくもの。
○給排水ポンプ更新工事
　　施設に設置されている給排水ポンプについて、建設から17年が経過し、不具合等も出始めていることから、更新を行うもの。「県有施設中長期保全計画」に基づくもの
○照明器具更新工事設計業務委託

本館２階、３階及びフォーリーをはじめとする照明器具の更新（ＬＥＤ化）に向けた設計業務を委託する。対象フロアには現代陶芸美術館や茶室等が含まれており、現在の仕様や施設の利用実態を踏まえた、専門業者による設計が必要である。「県有施設中長期保全計画」に基づくもの。

○空気調和機更新工事基本設計業務委託

　館内に設置されている約30台の空気調和機について、効率的に更新を実施するよう、基本計画を策定する。

（維持管理分）
○リーチインショーケース入替業務

　　セラミックパークMINOのレストランに開館当初から設置されているリーチインショーケースが、経年劣化により故障したため入替を行うもの。

○備品の廃棄処分費

　 セラミックパークMINOで使用している県の貸付備品について、経年劣化等により廃棄予定物品が増加していることから、廃棄処分を行うもの。

（３）県負担・補助率の考え方
　　　セラミックパークＭＩＮＯの指定管理者である（公財）セラミックパーク
美濃との基本協定上、６０万以上の修繕にかかる費用は県が負担することと
なっており、上記事業は修繕にかかる経費であるため県が実施すべきもので

ある。

（４）類似事業の有無

　　　無

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	工事請負費

工事委託料

備品購入費
業務委託料
	57,943
16,379
253
1,000
	直流電源装置更新工事　35,176
給排水ポンプ更新工事　22,767
照明器具更新工事設計業務委託　11,770
空気調和機更新工事基本設計業務委託　4,609
リーチインショーケース入替業務　253

備品の廃棄処分費　1,000

	合計
	75,575
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（1） 後年度の財政負担

施設の老朽化に伴い、今後も修繕箇所や設備の更新は益々増加すると考え
られるため、同施設の計画的、効率的な維持管理を目的に中長期保全計画を
策定済。今後、当該計画に沿った計画的修繕経費を要求していく。

事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　セラミックパークＭＩＮＯが施設利用者にとって快適な施設であり続けられるよう管理、整備し、美濃焼はもとより美濃焼産地の魅力を国内外へ発信し、岐阜県の産業、文化振興のため、最大限活用される拠点施設を目指す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	来館者数


	（H  ）
	223,993

（H28）
	250,259

（H29）
	249,991

（H30）
	290,000

（R2）
	86.2％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

セラミックパークＭＩＮＯがオープンしてから１７年が経過し、施設利用促進、利用者の安全確保のため、適宜、修繕・工事など改善策を講じてきた。

平成３０年度　熱源設備（冷温水発生機）オーバーホール工事
ディーゼル発電装置部品取替工事
散策路照明器具設置工事


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　平成３０年度の施設利用者を対象にしたアンケート調査では、施設の使い

勝手について、「良い」と答えた施設利用者は８３％、「普通」と答えた利用
者は１５％となっており、好評価を得ている。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	セラミックパークＭＩＮＯを訪れる年間30万人程の来館者が安全・安心かつ快適に施設を利用するためにも、この事業は必要不可欠のものである。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	平成３０年度の施設利用者を対象にしたアンケート調査では、施設の使い勝手について、「良い」と答えた施設利用者は８３％、「普通」と答えた利用者は１５％となっており、好評価を得ているものの、引き続きこの状況を確保していく必要がある。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	同施設はいつ故障や破損が起きても不思議ではない状況にあり、故障や破損が起きた場合の多大な影響を考慮すると、定期的なメンテナンス等を行うことにより、故障や破損による影響を最小限に止めることが重要である。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
陶磁器産業は、日本人のライフスタイル・価値観の変化や安価な外国製品の流入・長引く不況による消費力の減退など極めて厳しい状況下にあるため、陶磁器文化・産業振興の拠点であるセラミックパークＭＩＮＯの魅力を。より一層高めていく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

セラミックパークＭＩＮＯはオープンから１７年を経過しており、今後修繕が必要な箇所も年々増えていくと思われる。平成２６年度に策定した中長期保全計画に沿って計画的な施設保全に努めるとともに、日常点検により不具合等を早期に発見することで修繕経費を最小限に抑え、来館者の安全・安心・快適な施設利用に努めていく。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


